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中国人民銀行金準備残高の前月差（右軸）

（トン）

（年/月）

【最近の金価格の動きについて】
NY金スポット価格は、今年1月に5400ドル台（1トロイオンス、以下単位省略）まで上昇したあと、3月後半には
一時4300ドル台まで下落しました。主な要因としては、1)2月末に中東情勢が急速に悪化し市場全体がリ

スクオフとなる中、直前まで大幅上昇していた金（2年間で約160％上昇）に対して短期的な投資資金が利益確

定売りを膨らませたこと、2)トルコなど通貨安が進んだ一部の新興国が、保有する金を米ドルに換金して自

国通貨の買い支えに動いたこと、が挙げられます。4月以降は、インフレ懸念で主要国の金利が急上昇する中、

金利が付かない金に対して積極的な買いが手控えられ、4500ドル～４８００ドルのレンジで横ばい推移が

続いています。

【今後の見通しについて】
金価格は今後も長期的な上昇トレンドを続けると予想します。理由としては、1)インフレが進む中で通貨の
価値が目減りを続ける一方、金はその希少性から相対的に資産価値が保たれ易いこと、2)世界情勢を巡る

不確実性が高まる中でドルに替わる安全資産としての役割が期待されること、から金への投資需要が拡大

すると考えられるためです。足元でも、世界の中央銀行は26年第1四半期に244トンを買い越し（買い越しは

22四半期連続）、中長期の買い需要は強いことが伺えます。特に代表格の中国人民銀行は価格が安い時に買

い入れ量を増やす傾向があり､4月は24年以来最大規模の8.1トンを買い越しています。中東情勢の悪化で

金価格の変動率が高まっていますが、前述した金の長期的な投資魅力は、中東情勢の混乱を通じて浮き彫り

になっており、中央銀行の買いが金価格を下支えする中で、長期的な上昇トレンドは維持されると考えます。

※当資料の使用に際し、最終ページの＜当資料に関するご留意事項＞を
必ずご覧ください。
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【出所】ブルームバーグからの提供データ等に基づき、りそなアセットマネジメントが作成

金（ゴールド）価格の直近動向と今後の見通しについて
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中東情勢で一時的調整も、金価格の長期上昇トレンド変わらず

金価格と中国人民銀行の金準備残高(前月差)の推移

■金価格は高値から一時2割近く下落、足元は金利上昇で積極的な買いが手控えられ横ばい推移

■1)インフレ耐性、2)米ドルに替わる安全資産、として金に対する中長期の投資需要は拡大
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